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韓   peWW に お け る画像再構成条件溺 SUV に 与 え る影響 の 検討

o 表　英彦 ・荒井　博吏 ・鈴木 　幸太郎 ・久保　直樹 ，）

龍海道大 学医学部付属病院放射線部

1）k 海 道大 学医療技衛短期大学部

〈 曼的＞ PET に おい て 、　standarClized 　uptake 　value （SUV ）は悪 駐腫瘍の 鑑別 に重要な指標 となる。新しい 画像

再構成法 OS・E瓢 を用い て i蹴 ＆tion園数お よび subset 　X の 違 い に よ る SUV へ の 影響を検討 した。

〈 方法 〉 フ ァ ン トム と して 京都科勃 鷺製容積測 定 フ ァ ン トム SP−6
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の 位置と し、大きさは球体の 直径 と等 し く した 。

i　　　　　　　　　　　　　 ．．．．．．．一　 一一．一

鱸鰈醗鞭 谿徽綴 1蓉 i陛≒鑿i
体直径 5cm で 6．8％、3cm で 5。2％1cm で 12．6 °／。低 下 した。　

．’
　   ；練 諾，

　
s

　　 ii　 環 贓 、謡、

’
　　 i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −　 一　　 　 　 　 一一 一 一

Iteratien3以上 の 時 は su 廳 et 数 にか か わらず同
一

の 値 を示 した。
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3D 収集 の 場合、　iterationが 1の とき subset が小 さい と SUV は低
．

値を示 した。Iteration3以．hで は 2cm 以上 の 球体 で subset 数の 違

い に よる SUV の 差は殆 ど認め られ なか っ た。図 3，4 は iteration

を変 えた時の SUV を示す。2D 収集で は subsetlO で ite’tation が 1　「 　　
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値を示 し、subset3   以上 で は iteratiova回数 に か か わ らずほ ぼ同
一 1，

の 値 となっ た。
く ま とめ ＞iteration、　 subset が 小さい と SUV は低値 を示 し、球体

積 が小 さい とそ の 傾向は よ り大きか っ た。it£ ration が 3、　 sulosee

が 鑢 以上 で は SUV の 変 化は殆 ど認 め られ なか っ た。　　　　　 i

噴
τ

bF

ヂ
〆

　ン「一田
匝

四齢
．

篶削
ト
に

t 

「≠
3
＞
詔

《）s−EM によ る画像再構成で は iteration3、　subset30 以上 で 再構成 L ＿＿
を行 うこ とで SUV への 影響はほぼ無い と思 われ る 。
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